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出典：「人生会議」してみませんか｜厚生労働省 (mhlw.go.jp)
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終活ブーム

 きっかけは2009年の週刊誌の掲載記事

社会的背景：東日本大震災や新型コロナ感染症

近年では

終活ガイド、終活アドバイザー

終活カフェ

エンディングノート

相続者の登録ができるアプリ

自治体でも終活登録やエンディングノートの無料配布



背景 超高齢化社会 2060年には40％に



医療は病院から在宅へ

出典：https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/chiiki-
houkatsu/



人生の最終段階における医療に関する意識調査（H29 厚労省)

１ . 調査目的
一般国民の認識及びニーズの変化、医療提供状況 の変化などに鑑み、

国民、医師、看護師、介護施設職員、施設長における意識を調査し、そ
の変化等を把握することで、患者の意思を尊重した望ましい人生の最終
段階における医療のあり方の検討に活用する。

２ . 調査設計
(1) 調査地域 :全国

(2) 調査方法 :郵送配布、郵送回収

(3) 調査時期 :H29 年 12 月５日～12 月 29 日
(4) 調査対象 :20歳以上の国民、医療介護従事者 23,500人
(5) 回収数：6135 （26.1％）

出典：「人生の最終段階における医療に関する意識調査」厚生労働省saisyuiryo_a_h29.pdf 
(mhlw.go.jp)
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人生の最終段階における医療に関する意識調査（H29 厚労省)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
H29年に行われた厚生労働省の人生最終段階における医療に関する意識調査の結果では、



人生の最終段階における医療に関する意識調査（H29 厚労省)



人生の最終段階における医療に関する意識調査（H29 厚労省)



人生の最終段階における医療に関する意識調査（H29厚労省)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「説明を聞いても私は素人だから先生にお任せしますよ」という患者さん。　思慮深く、周囲の人に負担にならないことを大切にする文化。自分で何かを決めること、自分の意思が最優先されるのが当然という意識は、低いのが現状。死を前にして、何かを決めたり選んだりするのは苦痛が伴うこと。ACPを決めることに焦らず、まず共有すること



人生の最終段階における医療に関する意識調査（H29厚労省)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
X



人生の最終段階における医療に関する意識調査（H29厚労省)





出典：「人生の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドライン」の普及啓発リーフレットを作成しました｜報道発表資料｜厚生労働省
(mhlw.go.jp)
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人生の最終段階における医療に関する意識調査（H29厚労省)



医療・介護従事者に求めれていること
人生の最終段階における医療・ケア

適切な情報提供と説明、話し合い

病状や心理段階に応じて適切な情報提供と説明を繰り返し
行い、本人家族と話し合う。その都度、意思確認をする。

話し合った内容は文書にまとめてチームで共有する。

意思決定支援

本人の意思決定を基本とした医療・ケアが原則。本人が医
療介護従事者の説明を理解・納得して意思表示できるよう支援。

本人が意思決定できない場合

本人が意思表示可能な間に、本人の意思を推定する家族等
にも話し合いに参加してもらい、意向や方針を共有しておく。



医療・介護従事者に求めれていること
意思決定支援において

情報提供や選択肢を提示相手するだけではなく、本人患者の
心理的準備段階に応じて、その都度話し合いをして意思を確
認する。

医療ケア従事者自身が価値観や人生の目標を語ること（自己
開示）で相手も話しやすくなる。語らせる技術も重要。

お互いに話し合う（対話）の積み重ねにより、分かり合い信頼関
係が生まれる。

決断することは不安だし恐いこと。家族の背中を後押ししてあ
げること。



まとめ

 ガイドライン等の活用

 厚生省：「人生の最終段階における医療の決定プロセスに関するガイドライン」

 日本能率協会総合研究所「人生の最終段階における意思決定支援事例集」

 日本尊厳死協会「リビング・ウイル（終末期医療における事前指示書）」

 誰かに語ることで、自分が人生で大切にしていることに気づける。日頃から（元
気なうちから）自分の最後について語る相手や機会を作る、提供していく。

 ACP（Advance Care Planning）の普及

 終活カフェ

 自治体の事業（終活登録、エンディングノートの無料配布、終活コンシェルジュ
等）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
元気なうちから、予防介護セミナーや終活イベントの実施など、ACPの理解をふかめる生命保険加入時、相続の相談の際など、自分が死を迎えるときを考える機会はたくさんある。そうした場面で、自分が人生で大切にしていること、人生に欠かせないものやこだわりなどを知る機会をたくさん日頃から作ることが自分を知ることになる。
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